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英国の酪農教育ファーム現地調査の概要
（令和７年度英国の酪農教育ファーム活動調査分析事業）

　日本で酪農教育ファーム活動が始まってから四半世紀
が経過した。1998年、本会議に酪農教育ファーム推進委
員会が設立されたことを皮切りに、2001年に酪農教育
ファーム認証制度が開始、2008年ファシリテーター認証
が開始された。
　その後、認証牧場数やファシリテーター数は着実に増
加し、この間、本会議を中心に酪農・教育関係者の双方
の協力によって、海外の酪農教育ファームに関する現地
調査を行い、そこで得た情報も参考にしながら国内での
活動を推進してきた。
　しかしながら、近年は人口減少や物価高騰の影響もあ
り、国内の牛乳乳製品需要が減少傾向にあるなか、酪農
経営環境は生産資材価格の高止まり等により厳しい状況
が続いている。また、動物福祉や地球温暖化といった社
会的課題への対応も求められるなど、酪農業界には様々
な課題がある。酪農教育ファーム活動も例外ではなく、
酪農家戸数の減少とともに、コロナ禍以降は認証牧場数
等も減少し、海外の活動事例を学ぶ機会も少なくなって
いた。

　こうしたなか、持続的な酪農経営の発展や国内牛乳乳
製品需要の維持・拡大、適正な価格形成の実現および食
料安全保障等に資するため、このたび本会議では、日本
中央競馬会特別振興資金助成事業の支援を受け、持続可
能な酪農の確立に向け先進的な取組を進める英国で、「酪
農教育ファーム活動」をメインテーマに現地調査を行った。
　本誌読者の皆様にもぜひ本会議ホームページに掲載して
いる調査報告書をご一読いただき、今後の酪農教育ファー
ム活動をともに盛り上げていただけると幸いである。
　以下では今回の訪問先のうち、「酪農家、シティファー
ム、スクールファーム」の３つを取り上げ、活動事例等
をご紹介したい。

■人々を受け入れる目的を明確にして酪農教育ファーム
を実践 －フェルコート・ファーム（酪農家）－

　マシューズさん一家が4代、100年にわたって経営して
いるフェルコート・ファームは、ロンドンの南45kmほ
どに位置している。動物福祉に配慮することで高い乳価
を維持し経営安定を図る傍ら、「消費者に対し、酪農や

訪問時は通常の搾乳をしていたが、教育ファーム開催時は、2 列パーラーの片側に子供たちが入り、
向かい側の搾乳を見学する。

アニマルウェルフェア基準では哺乳子牛の群飼が
義務付けられている。

トラクターの荷台に乗って牧場ツアー。子供たち
に大人気だという。
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農場外観と触れ合いの様子（左）。乳用牛のお尻をモチーフにした募金箱（右）。

教室（左）と、乳用牛を紹介する手作りポスター（右）。

酪農場では牛を実際に見ながら学べる環境となっている（左）。
大人気の模擬搾乳体験コーナーは校舎に入ってすぐの場所に設置されている（右）。

牛乳乳製品に関する正しい知識を伝えたい」「近所の子
供たちや住民と交流を図りたい」という思いから、酪農
教育ファーム活動を展開している。
　主な活動内容として、来場者に搾乳や牛乳の流通等に

ついて説明を行った後、「独自の酪農クイズ」「トラクター
の荷台に乗って牧場ツアー」などを実施するほか、「牛
舎見学、牛を触ってみる、搾乳」といった “実体験” も
楽しんでもらっている。
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　江崎グリコ株式会社の「牧場しぼり」ブランドは、2025年８月18日（月）から10月31日（金）まで「ミルク愛す
キャンペーン」を実施し、12月11日（木）にキャンペーンを通じて集まった寄付金の贈呈式が開かれました。本寄付は、
日本の酪農生産基盤の維持・発展を目的とし、本会議が実施する生産者支援のための活動に活用させていただきます。

■「ミルク愛すキャンペーン」について
　「牧場しぼり」は、“しぼって３日以内” 
の国産生ミルクにこだわったミルクアイ
スです。そんな「牧場しぼり」は、お客
さまと一緒に、牛乳を生産する全国の酪
農家を応援したいという思いを込めて

「ミルク愛すキャンペーン」を実施。今
回のキャンペーンで集まった寄付金は合
計1,505,540円となりました。

左：江崎グリコ株式会社　大髙寛乳業事業部長　右：本会議　菊池淳志専務理事
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①

江崎グリコ株式会社「牧場しぼり」
ブランド　本会議へ寄付金を贈呈

　「酪農教育ファーム活動は自分たちも楽しみながら行
うことが大事だよ」と話すマシューズさん親子は、英国
全土で年に１回、2,000戸以上の酪農家や耕種農家が人々
を一堂に受け入れるイベント「オープンファームサン
デー」にも積極的に参加している。なお、オープンファー
ムサンデーは、多くの農業関連団体や一般企業が協賛す
るなど、英国の一大イベントとなっており、酪農家と消
費者をつなぐ重要な架け橋となっている。

■都会の中にあるからこその農場 －ヴォグゾール・シ
ティファーム－

　ヴォグゾール・シティファームは、ロンドン市内のビ
ルが並ぶ住宅地の一角にある。当農場は慈善団体によっ
て財団からの支援や寄付金等で運営されており、子供か
ら大人まで都会の消費者に対し、「食品はどこからきて、
どのように私たちの口に入るのか」「なぜ家畜が必要な
のか」などを教えている。
　農場内では小型の家畜が主に飼養されており、動物た
ちとの触れ合いだけでなく餌やり体験も可能となってい
る。また、LGBTQ+（性的マイノリティ）の文化を讃
えるプライドパレードやカントリーフェスタ（手作り雑
貨や植物などが集まるお祭り）といったイベント、小学
生を対象とした農場教育プログラムなども開催している
ほか、併設されたカフェは地域の人々の憩いの場として
の役割も担っている。
　また、農場での作業は周辺地域や障がいのある人々な
ど多くのボランティアによって支えられており、アニマ
ルセラピーや職業訓練、自立支援等にも貢献している。

■学校の教室のように実学で畜産を学ぶ －マウント・
プレザント・スクールファーム－

　マウント・プレザント・スクールファームは、バーミ
ンガム市にある非営利団体によって運営されており、酪
農場の横には学校の教室をモチーフとした教育ファーム
専用の校舎が隣接している。
　校長を務めるニーナ先生が「学校と同じ空間を作りた
い」とこだわって作られた教室では、年間を通じた学校
の受入れ等により、多くの子供たちに家畜や食品に関す
る知識を丁寧にわかりやすく教えている。本物の羽や毛
を使った貼り絵や家畜の紹介ポスター、卵や牛乳・肉を
使った算数の計算問題など、幅広く取り揃えられた教材
は長年の経験から生まれた手作りのものが多く、子供た
ちに自主的に興味を持ってもらえるよう、年齢に合わせ
た教え方をしている。また、酪農場では乳用牛を実際に
見ながら、牛の一生や搾乳、出産、食肉などについて学
ぶこともできる。
　ニーナ先生は、「ここにはいろいろな仕掛けを用意し
ているけど、ホルスタインの模型を使った模擬搾乳体験
は子供たちに大人気のコーナーだよ！」と笑顔で話して
くれた。

■その他
　前述のほか、独自の農場体験ツアーを実施する酪農家
や、子供の受入れから企業研修まで多彩な体験メニュー
を揃えて教育ファーム活動を行う酪農家なども訪問した。
　また、National Farmers Union（英国全国農民組合）
などの生産者団体も訪問し、学校のカリキュラムを意識
した出前授業等の支援活動についても調査を行った。
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